平成２０年９月１５日

都道府県歯科技工士会 会長 様 

訴訟を起こして歯科技工士を守る会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      歯科技工の海外委託問題訴訟原告団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代　表　　脇　本　征　男

（社）日技第８８回代議員会開催に際してのお願い

謹啓　初秋の候、貴台に於かれましては益々ご清祥の事とお喜び申し上げます。

平素は歯科技工士の組織並びに業界発展のため、日夜を違わぬご尽力を賜り、心から厚く御礼申し上げます。

さて、現在私たち８１名の歯科技工士が原告となり、「歯科技工の海外委託」は違法であるとして、国を相手に敢然と訴訟を起こし是正を求めております。

従来から日技は「海外委託は違法である」としながらも、「現行法では対応できない」の１点張りで、何の解決にも至っておりません。

それは、私が都技選出日技代議員を務めさせて頂いていた頃に、日技と議論してきた上での真実であります。

そもそもこの問題は、昭和６３年の「大臣告示」が形骸化されていると日技が自認し始めた頃に顕在化されたと言われながら、国民社会に対して業界としての是正責任を放置し、１５年間に及ぶ違法行為を許してきた事実であります。

日技は自らは手を下さず、その組織員である一技工士が、社会に対する職分の責任を痛感し、「歯科技工士」の１分にかけて、その誇りと名誉を守るため決起したことに対し、唯一の歯科技工士組織は「静観」している現状であります。

今回の問題で日技は、会員及び全技工士に背を向け、厚労省の歯科医療における「国民の安心安全軽視の見識」に盲従しているとしか考えられません。

社会生活で人間どなたにも間違いはあります。しかし、冒してならない致命的な間違いは、責任問題に言及するしか処遇を明確にする術は無いと考えます。

願わくば、日技の最高決議機関である今回の第８８回代議員会において、各地域の代表の皆様方に於かれましては、歯科技工士の地位身分の確立と将来の歯科医療業界発展のために、今、「日技は何を為すべきか」、真剣なるご議論を戦わせて頂きたく、衷心より伏してお願い申し上げます。

仄聞するに、「個人的損害賠償訴訟云々」で組織は関われないものと決め付けて居られる節があるようですが、行政訴訟を提起する場合の手法の一つで、都技対策本部での轍を踏まないための手段であり、何より内容が歯科技工士の基本存亡に係わる重大問題である事をご認識の上ご理解賜りたく存じます。

これまで「おかしい」ことを「おかしい」ままやり過ごしてきた禍根を悔い、今会員の悲願が真の改革を求め躍動し始めた「その時」と考えております。

皆々様の勇気あるご英断と奮起にご期待申し上げお願いとさせて戴きます。

謹白

